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研究成果の概要（和文）：本研究は我が国の保健アウトカムの危険因子を包括的に詳細分析した試みである。本
研究では、都道府県別の各種危険因子の分布及びその推移の推計、および都道府県別の保健アウトカム指標への
各種危険因子の寄与割合の推計を、危険因子を入手できる限りのデータと最新の統計手法を駆使して包括的に分
析した。本研究成果は国レベルではなく都道府県別の疾病負荷を包括的に分析し、それを具体的政策分析にも応
用する試みである。

研究成果の概要（英文）：This study is a comprehensive and detailed analysis of risk factors for 
health outcomes in Japan. We estimated the distribution of various risk factors and their trends by 
prefecture, and also estimated the contribution of risk factors to various health outcome indicators
 by prefecture. We used all available data on risk factors and the latest statistical methods. The 
results of this study include the comprehensive estimates of the disease burden not only at the 
national level but also at the prefectural level, and its application to health policy in Japan.

研究分野： 疾病負荷

キーワード： 危険因子　疾病負荷　比較リスク評価
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研究成果の学術的意義や社会的意義
1980年代から世界一の長寿国として、優れた保健アウトカム指標を誇ってきた我が国であるが、近年は未曾有の
高齢化や人口増加、政治経済の諸要因によって保健システムの持続可能性が脅かされている。高齢化やそれに伴
う保健医療・福祉の課題は我が国全体の課題である一方で、その実情は都道府県によって大きく異なる。本研究
は、世界に先駆けて超高齢社会に突入した我が国の主要な危険因子を都道府県レベルで評価し、それらに対応す
る最善の方法を見つけるための新たなデータを提示するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
世界と日本における比較リスク評価（comparative risk assessment）の現状と課題 保健政策立
案や保健介入における優先順位決定のためには、その基礎データとして死亡や障害に寄与する
危険因子の包括的かつ比較可能な評価が必要である。比較リスク評価は、死亡や障害といった人
の疾病負荷の要因となる各種因子について、その因子の特定の疾患（あるいは疾患類）への寄与
割合でもって包括的かつ比較しうる形で定量化する手法として、世界保健機関（WHO） をはじめ
国際的に医療政策や保健介入の優先順位決定に活用されている。その先駆けは、研究代表者や研
究者分担が参加する世界の疾病負荷（Global Burden of Disease：GBD）研究である。危険因子
に関する分析は WHO の「世界保健報告 2002 年度版」において初めて発表され、その後多くの議
論や方法論的発展を経て、その成果は断続的に英国医学誌ランセットで発表されている。しかし
ながら、これまでの比較リスク評価は世界・地域・国レベルのマクロ分析であるため、今後保健
医療の主役となる地方レベル（行政区分の州・省・県）での分析のように各国の政策に必ずしも
直結するものではない。  
 
近年、世界的に高齢化と健康転換が進む時代を迎え、地方レベルでも健康格差に対する懸念が高
まっている。それに呼応する形で研究代表者や研究分担者らは、我が国の疾病負荷分析「我が国
の疾病負担（Burden of Disease）に関する包括的研究（基盤 A、H25−27、研究代表者：渋谷健
司）」 等を実施し、都道府県レベルの保健アウトカム指標の詳細な分析を実施した。成果はラン
セット誌に公表し、その中で研究代表者らは、健康増進は我が国において停滞傾向にあり、さら
に都道府県間の健康格差が拡大傾向にあることを示した[1]。危険因子についてはパイロット的
に簡易分析が行われ、2015 年における国レベルの死亡や DALY（障害調整生命年：死亡や障害に
より失われた年数を意味する総合的な保健アウトカム指標）への主要因子は不健康な食事とタ
バコの喫煙であった。一方で、既存の危険因子（行動習慣因子、代謝系因子、環境並びに職業上
の因子）と都道府県間の健康格差について顕著な関係は認められなかった。しかしながら、乏し
い都道府県別データや方法論の制約により、都道府県レベルの比較リスク評価は未完成であり、
さらなる精緻化が必要である。 
 
参考[1]Nomura S, Sakamoto H, Glenn S, et al. Population health and regional variations 
of disease burden in Japan, 1990-2015: a systematic subnational analysis for the Global 
Burden of Disease Study 2015. Lancet 2017. 
 
２．研究の目的 
本研究は、研究代表者ならびに研究分担者によるこれまでの保健アウトカム指標に関する研究
成果を元に、都道府県別の包括的な比較リスク評価を行った。具体的には、以下の研究を実施し
た。①都道府県別の各種危険因子の分布及びその推移の推計；②都道府県別の保健アウトカム指
標への各種危険因子の寄与割合の推計：危険因子を入手できる限りのデータと最新の統計手法
を駆使して包括的に分析した。③分析結果をより多くの研究者や一般の方が利用できるように
データのビジュアル化を行った。 
 
３．研究の方法 
研究代表者らによるこれまでの研究成果を元に、都道府県別の包括的な疾病負荷分析をさらに
展開した。疫学、統計学、計量経済学、情報工学などの数量分析手法を駆使し、国内外の疾病負
荷研究統括の実績のある研究代表者のリーダーシップのもと、今年度も異なる学問分野で実績
のある研究者が連携して行う学際的な共同研究を推進した。それぞれ関連した研究項目に関し
て、時空間ベイズモデル、ベイズ統計を用いた小地域推計、疾病のマイクロシミュレーション、
系統的レビュー・メタ分析、メタ回帰分析、国勢調査や出生動向基本調査等の標本分析などの数
量分析を行った。さらに、本研究成果をより多くの研究者や一般の方が利用できるように、これ
までに開発したデータビジュアル化のためのウェブツールをさらに広く展開した。本研究を今
後の世界標準とするためにも、報告書作成や国内外の専門誌への投稿、国民への発信等を通じて、
研究成果を広く社会へ還元した。 
 
４．研究成果 
本研究の成果として、我が国の 1990 年から 2017 年の間の都道府県別の保健アウトカムの危険
因子を包括的に分析した。これらの成果については、主要医学雑誌である Lancet 誌で発表した。
さらに、そのアップデートして、2019 年まで延長して分析した結果を同じく Lancet 誌で発表し
た。本研究は、世界に先駆けて超高齢社会に突入した我が国の主要な危険因子を都道府県レベル
で評価し、それらに対応する最善の方法を見つけるための新たなデータを提示するものである。  
 
慢性疾患が世界的に蔓延する一方で、予防できる可能性が高い危険要因（高 BMI、高血糖、高血
圧、高 LD）の増加を公衆衛生が十分に抑制できていないために、人々は新型コロナウイルス感
染症（COVID-19）のパンデミックのような公衆衛生危機に対して無防備なままとなっている。慢
性疾患と COVID-19 が重なって起きている世界的なシンデミックに立ち向かい、より頑健な保健
システムを整えるとともに、人々の健康を向上させられるようにし、将来のパンデミックの脅威



に対する国のレジリエンスを向上させるための緊急対策の実施が求められる。 
 
また、我々は我が国の疾病負荷における主要な危険要因の一つを、食事リスクであると同定した。
食事リスクの中でも特に、高塩分、フルーツ低摂取、野菜低摂取のリスクに関して、関連する疾
病負荷の将来的な増減を、様々な摂取シナリオ別に推定した。シナリオ間の将来推定のギャップ
は、摂取量とその結果の疾病負荷の、将来シナリオに及ぼす政策上の影響をある程度定量化して
いる。我々が設定したそれぞれの独立したシナリオは、主に健康日本２１の目標量を想定してお
り、国内で起こりうるシナリオと考えている。シナリオ間に差異があり得るという結果は、今日
の政策が将来の DALYs に大きな影響を与える可能性があることを意味している。高塩分および
フルーツ低摂取については査読付き国際誌で発表した（それぞれ BMC Public Health、Public 
Health Nutrition）。また野菜低摂取についても既に査読付き国際誌で発表した（BMC Public 
Health）。 
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